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・行政情報アプリ「ｉ広報紙」が「マチイロ」
　としてリニューアル！
・ダウンロードはこちらから
　

マチを好きになるアプリ

※「ｉ広報紙」をご利用中の
場合、アップデートによって
新アプリに切り替わりますの
で、新たにダウンロードする
必要はありません。
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支出総額　67億6,743万4千円

収入総額　72億2,931万5千円

・医療分
　7億5,680万8千円(10.5％)
・後期高齢者支援金分
　2億2,320万2千円(3.1％)
・介護分
　1億1,871万4千円(1.6％)

◎その他
　1,466万7千円
　　 　　　（0.2％）

◎繰越金
　3億3,941万9千円
　　 　　　（4.7％）

◎繰入金
　7億1,754万4千円(9.9％)

◎共同事業交付金
　16億247万5千円
　　　　（22.2％）

◎社会保険診療報酬支払基金
　からの交付金
　14億6,892万1千円(20.3％)

◎国・県からの負担金・交付金など
　19億8,756万1千円(27.5％)

◎国民健康保険税
　10億9,872万4千円(15.2％)

・市からの繰入金
　5億6,254万4千円(7.8％)
・基金繰入金
　1億5,500万円(2.1％)

・退職者医療分
　2億1,103万5千円(2.9％)
・前期高齢者分
　12億5,788万6千円(17.4％)

・国からの負担金・交付金など
　16億906万9千円(22.3％)
・県からの負担金・交付金など
　3億7,849万2千円(5.2％)

◎共同事業拠出金
　16億3,379万1千円
　　　　　　（24.1％）

◎後期高齢者支援金
　7億3,625万5千円
　　　（10.9％）

◎介護保険納付金
　3億6,611万9千円
　　　　（5.4％）

◎保健事業費
　6,559万円
　　　（1.0％）

◎事務費
　1億1,330万4千円
　　　　 　（1.7％）

◎保険給付費（病院などに支払ったお金）
　38億846万7千円(56.3％）

◎その他
　4,390万4千円
　　　　（0.6％）

・葬祭費
　450万円(0.1％）
・審査支払手数料
　1,102万7千円(0.2％）

・療養給付費・療養費
　33億872万6千円(48.9％）
・高額療養費
　4億7,833万1千円(7.0％）
・出産育児一時金
　588万3千円(0.1％）

平成25年度

28万1,096円

23万8,901円

24万1,113円

平成27年度平成26年度

27万3,363円
24万9,209円

25万489円

全体退職一般

　平成27年度の国民健康保険特別
会計の収支状況は、グラフ①のよ
うになっています。

　収入総額は72億2,931万5千円で
した。主な内訳は、国民健康保険
税（国保税）が10億9,872万4千円
（15.2％）、国・県からの負担
金・交付金が19億8,756万1千円 
（27.5％）、社会保険診療報酬支払
基金からの交付金が14億6,892万1
千円（20.3％）となっています。
　なお、前年度繰越金3億3,941万
9千円、市の財政調整基金から1
億5,500万円の繰り入れを行い、平
成27年度国保税率は据え置いてい
ます。

　支出総額は67億6,743万4千円で
した。このうち、保険給付費※1が
38億846万7千円で、支出全体の
56.3％を占めており、26年度より
6,952万6千円減少しました。
　後期高齢者支援金※2は、7億3,625
万5千円（1 0.9％）で、26年度より
1,030 万4千円減少しました。介
護保険納付金※3は3億 6,611万9千
円（5.4％）で、26年度より 4,196
万5千円減少しました。
　収入から支出を差し引いた4億
6,188万1千円は、28年度に繰り越
しています。
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国民健康保険特別会計

算の状況

　国保加入者数は12,904人で、市の
総人口47,683人の27.1％を占めてい
ます。
　その構成は、一般被保険者が
12,354人（95.7％）、退職被保険者
が550人（4.3％）となっています。
（グラフ②）
　また、国保加入世帯数は7,549世
帯で、市の全世帯数18,116世帯の
41.7％を占めています。一般被保険
者、退職被保険者とも年々減少傾
向にありますが、前期高齢者数
（65歳～74歳）は年々増加傾向に
あり、国保加入者の40.2％を占めて
います。
※数値は平成28年3月31日現在のも
のです。

保の加入状況

　平成27年度の診療費（一般＋退
職）は、33億9,389万9千円で、26年
度と比較すると、1億2,648万3千円
減少しました。
　一般被保険者の診療費は、26年
度と比較し8,395万8千円減少の32億
3,276万8千円、退職被保険者の診療
費は4,252万6千円減少の1億6,113万
円でした。（グラフ③）
　平成27年度の一人当たりの診療
費は、26年度と比較すると、一般
被保険者で5,299円の増加、退職被
保険者では26,986円の減少となって
います。
　全体（一般＋退職）では、26年
度と比較すると、3,621円増加して
おり、一人当たりの診療費は年々
増加傾向にあるといえます。
　なお、退職被保険者については
加入者が限られており、高額な医
療費が発生した場合、全体の診療
費や一人当たりの診療費に大きく
影響します。（グラフ④）
※一人当たりの診療費は、グラフ
③の診療費を年間平均被保険者数
で除して算出したものです。

療費の状況

決

○グラフ①　平成27年度の収支状況国

診

○グラフ②　国保の加入状況

○グラフ③　診療費の動き

○グラフ④　一人当たりの診療費

※数値は各年度3月31日現在の被保険者数です。

24万6,377円

25万4,110円

25万4,508円

※1　病院などに支払ったお金
※2　後期高齢者医療に充てるお金
※3　介護保険に充てるお金

い合わせ　市民課国保年金班（☎55‒8164）い合わせ　市民課国保年金班（☎55‒8164）い合わせ　市民課国保年金班（☎55‒8164）い合わせ　市民課国保年金班（☎55‒8164）問問問問
※金額は千円未満を切り捨てし、パーセントは小数点第２位を
四捨五入していますので、合計が一致しない場合があります。
※金額は千円未満を切り捨てし、パーセントは小数点第２位を
四捨五入していますので、合計が一致しない場合があります。
※金額は千円未満を切り捨てし、パーセントは小数点第２位を
四捨五入していますので、合計が一致しない場合があります。
※金額は千円未満を切り捨てし、パーセントは小数点第２位を
四捨五入していますので、合計が一致しない場合があります。
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※診療費は、入院、通院、歯科診療に要した費用の額です。調剤・食事療養などは含まれません。

退職一般

1億6,113万円

32億3,276万8千円

2億1,756万8千円

33億4,294万9千円

2億365万6千円

33億1,672万6千円

30万
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■歳入
▼支払基金交付金
　第2号被保険者が加入している各健
康保険組合で徴収した介護保険料は、
社会保険診療報酬支払基金へいったん
納められます。その中から、市で支出
された法律に定める介護サービス給付
費全体に対しての28％分が交付される
ものです。
▼調整交付金
　国が負担する25％のうち、20％（施
設等給付費は20％のうち15％）は各市
町村の標準給付費額に対して定率で交
付されます。（年度ごとの確定額に基
づき過不足を精算）
　残り５％が調整交付金として、市町
村の努力では対応できない第１号被保
険者保険料の格差を是正するために交
付されます。
□歳出
▽居宅介護・介護予防サービス
　居宅介護サービスとは、要介護１から
５までの人が利用する訪問介護（ホーム
ヘルプサービス）、通所介護（デイサー
ビス）、短期入所（ショートステイ）など
です。
　介護予防サービスとは、要支援に認
定された人が利用する介護予防訪問介
護、介護予防通所介護、介護予防短期
入所などです。
　どちらのサービスにも、住宅改修・
福祉用具貸与・グループホームなどの
介護サービスを含みます。
▽施設介護サービス
　特別養護老人ホーム、老人保健施設、
介護療養型医療施設の介護サービスの
ことです。
▽特定入所者介護サービス等給付費
　施設介護サービスの対象施設や、短
期入所を利用した際にかかる食費、居
住費（滞在費）の負担軽減事業です。
▽高額介護サービス費
　介護サービスの利用料が一定額を超
えた場合、その超えた部分の金額を援
助するものです。
▽市町村特別給付費
　第１号被保険者保険料を財源として、
各市町村が独自に行う介護サービス事
業です。市では、紙おむつ利用者にそ
の経費の一部を助成しています。

　要支援・要介護認定を受けた人が利用す
る介護保険サービスの費用（介護給付費）は、
掛かった費用の１割※１を利用者が負担し、
残りの9割※２が介護保険から給付されます。
介護保険の財源は、左表のとおり、国・県・
市の公費と40歳以上の人が負担する介護保
険料で賄われています。

介護給付費の財源介護給付費の財源

用語ミニ辞典

法定給付費　49億3,286万
円

施設介護サービス等
給付費

18億6,709万2千円
（35.4％）

介護予防事業・包括支援事業
1億2,408万円(2.4％)

市町村特別給付費（紙おむつ）
3,686万7千円(0.7％)

その他諸支出金
（基金積立、償還金など）
5,484万9千円(1.0％)

総務費
（認定審査会費、認定調査費など）
1億1,506万7千円(2.2％)

高額介護サービス費・
審査支払手数料
1億2,234万7千円(2.3％)

特定入所者
介護サービス等給付費
3億1,370万円(6.0％)

52億6,372万3千円

歳出 居宅介護・
介護予防サービス等

給付費
26億2,972万1千円
（50.0％）

その他収入（手数料、基金繰入金、利子など）
2,183万4千円(0.4％)

前年度（平成26年度）繰越金
4,889万2千円(0.9％)

国庫補助金
(調整交付金など)
5億719万円
(9.4％)

県補助金
1,763万6千円
(0.3％)

国庫負担金
9億960万7千円
(16.9％)

県負担金
7億4,271万9千円
(13.8％)

一般会計繰入金
(市負担金､事務費など)
7億9,648万3千円
(14.8％)

支払基金交付金
13億9,546万8千円

(25.9％)

第1号被保険者保険料
9億4,756万5千円
(17.6％)

53億8,739万4千円

歳入
保
　
　
険
　
　
料

公
　
　
　
　
　
費

※グラフの数字は四捨五入しています。

平
成
27
年
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に「介護サービス特別会計」として予算措置されています。
　27年度介護サービス特別会計の歳入合計は3億1,382万円、
歳出合計も同額でした。
　サン・グリーンゆざわを平成28年4月1日から民間法人に譲
渡したことにより介護サービス特別会計は3月31日をもって廃
止しています。

　介護サービス施設など
は、介護サービス提供に
よる介護給付費（9割※１）
と 利 用 料（1割※２）、そ
して食費・居住費などの
利用者負担での収入によ
り運営されています。
　会計上では、一般会計、
介護保険特別会計とは別

介
護
保
険
特
別
会
計

決
算
の
状
況

■問い合わせ　長寿福祉課高齢介護班　（☎73‒2123）へ
　歳入から歳出を差し引いた1億2,367万1千円を、28年度に繰り越しています。

平成27年度

介護サービス
特別会計

▶歳入決算額
　3億1,382万円

▶歳出決算額
　3億1,382万円

　算決
状 況

22.0％ 28.0％

※1一定所得以上の人は2割
※2一定所得以上の人は8割

※1一定所得以上の人は8割
※2一定所得以上の人は2割

　平成27年度介護保険特別会計の歳入では、第１号
被保険者（65歳以上の人）が納める介護保険料と、
第２号被保険者（40歳以上65歳未満の人）の支払基
金交付金の合計が、23億4,303万3千円となりました
（歳入全体の43.5％）。
　この他、国と県、市の法定負担分や繰越金などを
含めた歳入全体の合計は、53億8,739万4千円となり
ました。

歳  入
　法定給付費として、49億3,286万円が支払われてい
ます。内訳の主なものとしては、居宅介護・介護予
防サービス等給付費が26億2,972万1千円（歳出全体
の50.0％）、施設介護サービス等給付費が18億6,709
万2千円（同35.4％）でした。
　その他の支出を含めた歳出全体の合計は、52億
6,372万3千円となりました。

歳  出
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◇雪下ろし費用助成◇

　労力的かつ経済的に自力での雪下ろしが困難
な高齢者世帯などに対して、屋根の雪下ろしに
掛かる費用の一部を助成します。
　住居以外の家屋や居住していない家屋などの
管理を目的としたもの（空き家、特別養護老人
ホームなどに入所して在宅生活の見込みがない
など）は除きます。
　なお、生計を一にする親族や直系親族が行っ
た有償による雪下ろしは対象となりません。
■助 成 額　一回につき、掛かった費用の半額
　で、 一回当たり 6千円を超えない額
■回　　数　一世帯当たり 3回まで
■実施期間　12 月 1 日～平成29年 3 月31日
■申込期限　平成29年 2 月28日㈫
■対象世帯　①と②の両方に該当し、③の⑴～
　⑸のいずれかで構成される世帯
　　①市内に住んでいる世帯で、親族またはボ
　　　ランティアによる福祉活動などの援助を
　　　受けることができない世帯
　　②市民税が非課税の世帯（生活保護受給世
　　　帯を除く）
　　③⑴65歳以上の人
　　　⑵中学生以下の子ども
　　　⑶中学生以下の子どもを扶養している配
　　　　偶者のいない女性
　　　⑷身体障害者手帳、療育手帳、精神障害
　　　　者保健福祉手帳を所持している人
　　　⑸⑴～⑷の要件に準ずると認められる人

◇福祉除雪サービス◇

　福祉サービスとして、除雪や雪下ろしが困難な下記の世帯に対する除雪サービスや雪下ろし費用の一
部助成を行います。希望する対象世帯の人は、下記に申し込みください。

　朝に稼働した除雪車の除雪作業により生じて
しまった自宅前の雪塊を、道路に面した出入り
口の1メートルから1．8メートル幅で取り除き、
人の出入り口を確保します。
■実施期間　12月から平成29年3月までのうち、
　実施を希望する月
■作業時間　午前7時～11時
■作 業 料　1ヵ月2千円（月1回のみの実施
　の場合は千円）
※サービスを利用しない月がある場合は、その
分の利用料を返金します。
■対象世帯　おおむね65歳以上の在宅高齢者世
　帯と、これに準ずる高齢者または障がい者世
　帯のうち、次の①と②の両方に該当する世帯
　　①除雪について近隣から援助を受けること
　　　ができない世帯
　　②自力による除雪ができない世帯
■納付方法　利用決定通知書に同封の郵便振込
　用紙で納付
※納付を確認後、サービスを開始
■申込期限　11月21日㈪

　留意点
　・玄関から道路までの除雪は行いません
　・順番に作業を行いますので、希望の時間に
　　除雪ができない場合があります

福祉除雪サービス雪下ろし費用助成福祉除雪サービス・雪下ろし費用助成福祉除雪サービス・雪下ろし費用助成福祉除雪サービス・雪下ろし費用助成

【11月 5日は津波防災の日】

　11月5日は「津波防災の日」です。平成23年の東日本大震災では、東北地方の太平洋沿岸を襲った津
波によって多くの尊い命が失われました。これを受けて、津波から国民の生命を守ることを目的に「津
波対策の推進に関する法律」が制定され、その中で毎年この日が「津波防災の日」と決められました。
　この機会に、日頃からの地震への防災対策を見直し確認しましょう。
【家の中と外の安全対策】
　・家の出入り口や通路がふさがれないよう、倒れやすいものを置かない
　・家具（タンス・食器棚・冷蔵庫・テレビなど）が倒れたり落ちたりしないよう、
　　背の高い家具は固定器具や金具で転倒防止対策
　・プロパンガス、ホームタンクの転倒防止
【非常持ち出し品のチェック】
　・携帯ラジオ
　・救急医療品（ばんそうこう、包帯、常備薬など）
　・貴重品（通帳、印鑑、健康保険証）
　・懐中電灯（予備電池も忘れずに）
　・非常食品（最低3日分の食料・飲料水）
　・生活用品など（衣類・ウェットティッシュ・ラップフィルム）
【避難場所や避難経路を再確認】
　・いざ災害が起きた時に慌てずに避難するために、お住まいの
　　避難場所と避難経路を事前に確認

◯問い合わせ　総務課総合防災室（☎55-8250）へ

  10月2日、県内25市町村から34チームがエン
トリーし『第3回秋田25市町村対抗駅伝ふるさ
とあきたラン!』が、大館市で開催されました。
　湯沢市からはＡ・Ｂの2チームがエントリー
し、成績はＡチームが市の部で4位入賞（総合
7位）、Ｂチームも総合18位と健闘しました。
　なお、来年は男鹿市で開催される予定です。

≪成績≫9区間　31.5㎞
◎Ａチーム　市の部第4位　1時間47分50秒
◎Ｂチーム　総合18位　　　1時間54分00秒

＜写真はすべてＡチーム＞
写真①1区佐藤隼也斗（須川小6年）から2区
　　　姉崎りん（須川小6年）
写真②3区浮田大助（雄勝中3年）から4区
　　　阿部円海（湯沢北中1年）

秋田25市町村対抗駅伝
ふるさとあきたラン！大館大会
秋田25市町村対抗駅伝

ふるさとあきたラン！大館大会

【11月5日は津波防災の日】

津波防災の日」です。平成23年の東日本大震災では、東北地方の太平洋沿
の尊い命が失われました。これを受けて、津波から国民の生命を守ること

【 】
地震への備えを再確認しましょう！　地震への備えを再確認しましょう！　

▲写真① ▲写真②

◇申し込み方法　所定の申請書に必要事項を記入し、長寿福祉課高齢介護班または各総合支所で申請の手続きを　
　してください
※申請は代理の人でもできます。

◇決　　　　定　申請書により世帯の状況などを調査して、
　　　　　　　　利用の可否を決定し、結果を通知します

◇申し込み・問い合わせ
　長寿福祉課高齢介護班（☎73‒2123）
　稲川総合支所市民サービス班（☎42‒2111）
　雄勝総合支所市民サービス班（☎52‒2111）
　皆瀬総合支所市民サービス班（☎46‒2111）

さ とう は　や　と

あねざき

あ   べ  まる  み

うき た  だいすけ



ホット
スマイル

お客様から信頼される職人になりたい
「市内の木工所で働いている」

千葉　辰也さん
Ta t u y a　c h i b aフレッシュな若者が登場するコーナーです Vol.80

ど
の
よ
う
な
仕
事
で
す
か
。

Q
飲
食
店
や
店
舗
な
ど
の
テ
ー
ブ
ル
や
椅
子
な
ど
特
注

家
具
の
製
造
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

A
こ
の
仕
事
を
選
ん
だ
き
っ
か
け
は
？

Q
妻
の
都
合
で
妻
の
実
家
が
あ
る
湯
沢
市
へ
移
住
し

て
き
ま
し
た
。
湯
沢
に
来
る
ま
で
は
、
仙
台
で
建

築
関
係
の
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
以
前
か
ら

物
づ
く
り
を
す
る
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

と
こ
ろ
、
今
の
仕
事
に
巡
り
合
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

A
休
日
の
過
ご
し
方
は
？

Q
海
釣
り
が
趣
味
な
の
で
、
休
日
に
家
族
の
都
合
が
つ

く
時
は
、
四
歳
と
七
歳
の
子
ど
も
と
妻
と
一
緒
に
車

で
一
時
間
ぐ
ら
い
か
け
て
本
荘
マ
リ
ー
ナ
へ
出
掛
け

て
、
ハ
ゼ
な
ど
の
魚
を
釣
っ
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

A
今
後
の
抱
負
・
目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

QA
「
良
い
物
を
作
っ
た
」
「
頼
ん
で
良
か
っ
た
」
と
お

客
様
か
ら
も
会
社
か
ら
も
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
先
輩

た
ち
を
見
習
っ
て
日
々
勉
強
し
て
、
良
い
物
を
作
れ

る
一
流
の
職
人
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

こ
の
仕
事
の
大
変
な
と
こ
ろ
と
楽
し
い
と
こ
ろ
は
？

Q
毎
回
作
る
製
品
が
違
う
こ
と
や
、
一
人
で
は
動
か
せ

な
い
く
ら
い
大
き
な
家
具
を
作
る
と
き
は
大
変
で
す

が
、
納
得
の
い
く
製
品
が
完
成
し
、
お
客
様
に
気
に

入
っ
て
も
ら
っ
て
ま
た
作
っ
て
ほ
し
い
と
言
わ
れ
た

と
き
は
、
と
て
も
う
れ
し
く
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

A

2016.11.01
9

2016.11.01
8

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信

いのちを　
つなぐ
　ゆざわ
　　　通信一緒に考えてほしい
大切な“いのち”
守るためにできること

第16回
ストレスを溜めないコミュニケーション方法
第16回
ストレスを溜めないコミュニケーション方法

　

私
た
ち
が
感
じ
る
ス
ト
レ
ス
の
多
く
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
か
ら
生
ま

れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
円
滑
な
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
た
め
に
は
、

自
分
を
抑
え
込
み
す
ぎ
た
り
、
一
方
的
な

主
張
ば
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が
大
切
で

す
。

　

今
回
は
「
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
い
コ

ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
」
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

【
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
伝
え
方
】

　

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
」
と
は
、
気
持
ち
や

状
況
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
相
手
に
歩
み

よ
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
「
自
分
の
主

張
」
と
「
相
手
の
意
見
の
尊
重
」
と
の
バ

ラ
ン
ス
を
取
る
こ
と
で
す
。
ア
サ
ー
テ
ィ

ブ
な
伝
え
方
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
三
つ
あ
り

ま
す
。
一
つ
目
は
「
気
持
ち
を
表
現
す

る
」
、
二
つ
目
は
「
事
実
、
理
由
を
伝
え

る
」
、
三
つ
目
は
「
代
替
え
案
を
提
案
す

る
」
こ
の
三
つ
で
す
。

【
具
体
的
に
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
伝
え
方
を

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
】

　

例
え
ば
、
い
つ
も
親
し
く
し
て
い
る
友

人
か
ら
お
酒
を
飲
み
に
誘
わ
れ
ま
し
た
が
、

あ
な
た
に
は
「
行
き
た
く
な
い
」
と
い
う

気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
合
ま
ず
は
、
自
分
の
気
持
ち
を

知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
な
た
は
、
な

ぜ
行
き
た
く
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
理
由

は
「
お
酒
は
あ
ま
り
得
意
で
な
い
の
で
行

き
た
く
な
い
」
だ
っ
た
と
し
ま
す
。
自
分

の
気
持
ち
を
認
識
し
て
か
ら
、
誘
わ
れ
た

こ
と
に
対
し
て
は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
い
う
気
持
ち
を
伝
え
た
上
で
、

「
お
酒
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
い
の
で
、

ラ
ン
チ
は
ど
う
で
す
か
？
」
な
ど
誘
い
を

断
る
理
由
を
明
確
に
伝
え
、
代
替
案
を
提

示
す
れ
ば
、
相
手
を
尊
重
し
な
が
ら
自
分

の
主
張
も
で
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
お
互
い
が
不
利
益
を
生
じ

な
い
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
会
話
が
で
き
れ

ば
、
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
ず
に
コ
ミ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
楽
し
め
、
良
好
な
人
間
関
係
を

築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
11
月
9
日
（
水
）
雄
勝
文
化
会
館

○　
　

16
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

○
12
月
7
日
（
水
）
稲
川
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

○　
　

13
日
（
火
）
湯
沢
市
役
所
皆
瀬
庁
舎

○　
　

21
日
（
水
）
湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

※

湯
沢
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
と
き
は
湯
沢
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
の
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

ほっと
　サロン

は
、
気
持
ち
を
話
し
た
い
時
に
話

せ
る
場
で
す
。

ゆ
っ
く
り
お
話
し
し
ま
せ
ん
か
。

▽
次
回
は
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
睡
眠
」
を
お
届

　

け
し
ま
す
。

　子育てに不安や悩みがある人、虐待を受けた
と思われる子どもを見つけた人は、次の窓口に
ご相談ください。

11月は
児童虐待防止推進月間です

【相談窓口】
○市福祉課児童家庭班
　☎７８－０１６６
○県南児童相談所
　☎０１８２－３２－０５００
○県こども家庭相談電話
　☎０１２０－４２－４１５２ 　名付け親賞には405点の応募作品の中から、見事、

湯沢南中3年の小坂桜代さん作の「ジオスタ☆ゆざ
わ」が選ばれ、一万円分の図書カードとジオパーク
ポロシャツが贈呈されました。
　この愛称は、郷土の歴史や自然遺産ジオパークを
みんなが楽しく勉強する（スタディー）場所であっ
てほしいという願いを込めた言葉「ジオスタ」と、
光り輝くゆざわの未来と希望を示す「☆」マークを
あわせています。市民はもちろん世界中の人たちに
も「わかりやすい」「長く愛される」「呼びやすい」
などの理由から名付けられました。

湯沢市郷土学習資料展示施設
愛称は『ジオスタ☆ゆざわ』に決定！

▲受賞を喜ぶ小坂桜代さんと和田教育長

こ さかはな よ

　
市
で
行
っ
て
い
る
集
団
方
式
に
よ
る
市
民
健
（
検
）
診
は
十
月
で
終
了
し
ま
し
た
が
、
特
定
健

康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
は
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
、
左
記
の
医
療
機
関
に
て
無
料
で
受

診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
だ
受
診
さ
れ
て
い
な
い
か
た
は
主
治
医
に
相
談
の
上
、
健
診
を
受
け
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

　
受
診
さ
れ
る
際
は
、
事
前
に
医
療
機
関
に
予
約
し
、
市
民
健
（
検
）
診
受
診
票
（
ピ
ン
ク
色
の

用
紙
）
と
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
な
お
、
受
診
票
を
紛
失
さ
れ
た
か
た
は
再
発
行
し

ま
す
の
で
、
右
記
の
問
い
合
わ
せ
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

健
診
は
お
済
で
す
か
？

医
療
機
関
で
の
特
定
健
診
は
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

○
問
い
合
わ
せ
　
健
康
対
策
課
予
防
衛
生
班
（
☎
73
2
1
2
4
）
へ

電話番号
72-1735
73-1100
73-5000
73-2300
73-2540
56-7300
73-7100
72-6868
79-5355
73-6776
73-2074
72-2711
78-0220
72-8008
72-1112
73-1130
78-5500
52-2000
52-3410
62-1111
62-1200

医療機関名
秋山クリニック
石岡胃腸科クリニック
雄勝中央病院
小川医院
小野崎医院
後藤医院
佐藤外科胃腸科
鈴木一郎医院
高橋胃腸科クリニック
たかはし内科ひだまりクリニック
まつした医院
松田記念泌尿器科クリニック
山本内科医院
ゆざわ眼科医院
湯沢内科循環器科クリニック
渡部病院
菅クリニック
菅医院
高橋内科医院
羽後町立羽後病院
みわ内科クリニック

湯沢地域

稲川地域

雄勝地域

羽 後 町

○県こども家庭相談電話
☎０１２０－４２－４１５２

～さしのべて  あなたのその手  いちはやく～



　

期
間
中
、
各
地
域
の
消
防
団
と
消
防
署

で
駆
け
付
け
訓
練
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

　

近
所
の
皆
さ
ん
は
、
火
災
の
サ
イ
レ
ン

と
お
間
違
え
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◯
実
施
場
所
と
日
時

　

▼
湯
沢
地
域（
幡
野
地
区
）＝
11
月
11
日

㈮
午
後
6
時
30
分
〜
7
時

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
室

（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

　

認
知
症
の
人
や
認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
家
族
が
、
懇
談
を
通
し
て
お
互
い

の
悩
み
を
話
し
、
理
解
し
合
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
29
日
㈫
午
後
1
時
30
分

〜
3
時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

◯
内　

容　

稲い
な

岡お
か

一か
ず

枝え

さ
ん
（
日
本
赤
十

字
社
秋
田
県
支
部
）
の
講
話
と
参
加
者

同
士
の
懇
談

※
軽
食
代
金
は
、
実
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
21
日

㈪
ま
で
長
寿
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
78
2
3
1
1
）
へ

　

寒
い
季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
、
地
元
野
菜

を
使
っ
た
あ
っ
た
か
料
理
を
作
り
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
18
日
㈮
午
前
10
時
〜
午

後
1
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
参
加
費　

六
百
円

◯
定　

員　

25
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み　

11
月
2
日
㈬
午
前
8
時
30

分
か
ら
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

市
民
大
学
の
受
講
生
の
ほ
か
、
ど
な
た

で
も
自
由
に
聴
講
で
き
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
16
日
㈬
午
前
10
時
〜
11

時
30
分

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
演　

題　
「
片
づ
け
上
手
に
な
る
た
め

に
」

◯
講　

師　

高た
か

村む
ら

綾あ
や

子こ

さ
ん
（
整
理
収
納

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
（
☎
73
1
1
3
2
）
へ

　

十
月
一
日
付
で
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
人
権
擁
護
委
員
を
紹
介
し
ま
す
。

・
井い
の

上う
え

美み

智ち

代よ

さ
ん（
稲
川
地
域
／
再
任
）

・
髙た
か

階が
い　

豊と
よ

太た

さ
ん（
雄
勝
地
域
／
再
任
）

・
石い
し

川か
わ

陽よ
う

太た

郎ろ
う

さ
ん（
湯
沢
地
域
／
新
任
）

・
後ご

藤と
う　

ア
イ
さ
ん（
稲
川
地
域
／
再
任
）

◯
任　

期　

10
月
1
日
〜
平
成
31
年
9
月

30
日

◯
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課
地
域
福
祉
班

（
☎
73
2
1
2
2
）
へ

◯
入
札
公
募
に
関
す
る
広
告
日　

11
月
1

日
㈫

◯
入
札
日　

11
月
16
日
㈬

◯
委
託
内
容　

市
役
所
本
庁
舎
な
ど
の
早

朝
除
雪
作
業
お
よ
び
排
雪
作
業

◯
委
託
期
間　

11
月
18
日
㈮
〜
平
成
29
年

3
月
31
日
㈮

◯
委
託
箇
所　

市
役
所
本
庁
舎
敷
地
内
お

よ
び
市
役
所
本
庁
舎
公
用
車
駐
車
場

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
10
日

　

㈭
ま
で
財
政
課
管
財
班
（
☎
55
8
2
7

 

6
）
へ

　

緊
急
地
震
速
報
、
大
津
波
警
報
や
噴
火

警
報
の
ほ
か
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
な
ど
、

国
か
ら
配
信
さ
れ
る
緊
急
情
報
を
瞬
時
に

市
民
へ
伝
達
し
、
非
常
時
に
備
え
る
た
め

の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
緊
急
情
報
伝
達
訓
練
を
行

い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
り
気
象
庁

か
ら
受
信
し
た
情
報
を
エ
フ
エ
ム
ゆ
ー
と

ぴ
あ
に
自
動
転
送
し
、
割
り
込
み
放
送
す

る
も
の
で
す
。

◯
と　

き　

11
月
4
日
㈮
午
前
10
時
頃

◯
放
送
内
容　
「
緊
急
地
震
速
報
。
大
地

震
で
す
。
大
地
震
で
す
。
こ
れ
は
訓
練

放
送
で
す
」
を
三
回
繰
り
返
し
ま
す
。

※
気
象
、
地
震
活
動
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、

訓
練
が
中
止
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

総
務
課
総
合
防
災
室

（
☎
55
8
2
5
0
）
へ

火
の
用
心

〜
秋
の
防
火
週
間
〜

（
11
月
6
日
〜
12
日
）

さ
さ
え
愛
懇
談
会

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

2016.11.01
11

2016.11.01
10

地
元
野
菜
を
使
っ
た

料
理
教
室
を
開
催
!

市
民
大
学
一
般
教
養
講
座

湯
沢
市
人
権
擁
護
委
員
が

決
ま
り
ま
し
た

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）

緊
急
情
報
伝
達
訓
練

市
役
所
本
庁
舎
等

除
排
雪
業
務
委
託
に

係
る
入
札

　

臨
床
心
理
士
に
よ
る
心
の
健
康
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
事
前
の
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

◯
と　

き　

11
月
17
日
㈭
／
午
前
10
時
〜

正
午
、
午
後
1
時
〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室

34
◯
相
談
料　

無
料

◯
定　

員　

4
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
対
策

課
保
健
推
進
班
（
☎
56
8
0
2
0
）
へ

【
開
催
日
・
内
容
】

　

①
11
月
15
日
㈫

　
　
「
発
達
障
害
の
特
性
に
つ
い
て
」　

　

②
11
月
25
日
㈮

　
　
「
構
造
化
の
基
礎
」　

　

③
12
月
2
日
㈮

　
　
「
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
る
対
応
」　

　

④
12
月
8
日
㈭

　
　
「
具
体
的
な
支
援
方
法
」　

※
基
礎
編
は
、
今
回
が
最
後
に
な
り
ま
す
。

【
時
間
・
場
所
】

　

Ⓐ
＝
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　
　

市
役
所
本
庁
舎
3
階
会
議
室
32

　

Ⓑ
＝
午
後
6
時
30
分
〜
8
時

　
　

市
役
所
本
庁
舎
2
階
会
議
室
25

◯
対　

象　

発
達
障
害
が
疑
わ
れ
る
児
童

の
保
護
者
や
発
達
障
害
児
の
支
援
に
携

わ
っ
て
い
る
人

◯
定　

員　

Ⓐ
・
Ⓑ
と
も
20
人

◯
講　

師　

子
育
て
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

す
こ
や
か
職
員

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支

援
総
合
セ
ン
タ
ー
す
こ
や
か
（
☎
72

3
5
0
1
）
へ

【
建
築
パ
ー
ス
作
成
講
習
】

・
と　

き　

11
月
9
日
㈬
、
10
日
㈭
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
日
商
簿
記
検
定
試
験
3
級
対
策
講
習
】

・
と　

き　

11
月
9
日
㈬
、
10
日
㈭
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
ワ
ー
ド
／
エ
ク
セ
ル
入
門
①
】

・
と　

き　

11
月
15
日
㈫
、
16
日
㈬
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

【
Ｎ
Ｃ
施
盤
】

・
と　

き　

11
月
15
日
㈫
、
16
日
㈬
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

5
人

【
第
一
種
電
気
工
事
士
技
能
試
験準

備
講
習
】

・
と　

き　

11
月
16
日
㈬
〜
18
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

・
定　

員　

20
人

【
Ｊ
Ｗ
―
Ｃ
Ａ
Ｄ
基
本
操
作
講
習
】

・
と　

き　

11
月
24
日
㈭
、
25
日
㈮
／
午

前
9
時
〜
午
後
4
時

・
定　

員　

10
人

◯
と
こ
ろ　

大
曲
技
術
専
門
校

◯
対　

象　

現
在
勤
め
て
い
る
人

◯
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
別
途
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

大
曲
技

術
専
門
校
民
間
訓
練
支
援
室
（
☎

0
1
8
7
62
6
3
2
1
）
へ

　

薬
剤
師
な
ど
に
よ
る
「
お
く
す
り
何
で

も
相
談
」「
物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
の
健

康
指
標
測
定
」
を
行
い
ま
す
。

　

薬
と
健
康
に
つ
い
て
学
び
、
生
き
生
き

と
し
た
毎
日
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◯
と　

き　

11
月
3
日
㈭
午
前
10
時
〜
午

後
4
時

◯
と
こ
ろ　

サ
ン
サ
ン
プ
ラ
ザ
（
旧
お
も

ち
ゃ
の
フ
ミ
オ
）

◯
参
加
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
地
域
振
興
局
健

康
・
予
防
課
（
☎
73
6
1
5
5
）
へ

　
「
元
気
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
地
域
の
実
現
」

の
テ
ー
マ
の
も
と
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

に
藤
井
延
之
副
市
長
を
お
迎
え
し
、
六
名

の
パ
ネ
リ
ス
ト
と
共
に
、
今
後
の
男
女
共

同
参
画
社
会
を
担
う
高
校
生
た
ち
へ
熱
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
11
日
㈮
午
後
1
時
〜
3

時
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
翔
北
高
校

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
翔
北

高
校
（
☎
79
5
2
0
0
）
へ

◯
募
集
種
目　

自
衛
官
候
補
生

◯
資　

格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
性

◯
試
験
日

　

・
第
3
回
募
集　

11
月
13
日
㈰
／
受
け

付
け
は
11
月
11
日
㈮
ま
で

　

・
第
4
回
募
集　

12
月
11
日
㈰
／
受
け

付
け
は
12
月
9
日
㈮
ま
で

◯
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
秋
田
地
方
協
力

本
部
横
手
地
域
事
務
所
（
☎
0
1
8
2

32
3
9
2
0
）
へ

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

受
講
生
募
集

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

〜
一
人
で
苦
し
ま
な
い
で

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

第
６
回
湯
沢
翔
北
高
校

教
育
協
議
会
を

開
催
し
ま
す

発
達
障
害支援

者
研
修
会

自
衛
官
募
集

薬
と
健
康
展

県
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
か
ら
の
お
知
ら
せ



　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
よ
り
、

報
酬
や
不
動
産
の
賃
借
料
な
ど
の
支
払
い

に
関
す
る
法
定
調
書
に
は
、
支
払
い
を
受

け
る
個
人
の
か
た
の
氏
名
や
住
所
の
ほ
か

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
も
必
要
に
な
り
ま

し
た
。

　

法
定
調
書
の
提
出
に
は
、
便
利
な
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
い
内
容
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
税
務
署
総
務
課

（
☎
73
5
1
0
0
）
へ

　

悩
み
ご
と
、
困
り
ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

　

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
り
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
15
日
㈫
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

◯
内　

容　

近
隣
と
の
争
い
ご
と
、
子
ど

も
や
高
齢
者
へ
の
虐
待
、
い
じ
め
や
体

罰
、
借
地
借
家
の
問
題
、
登
記
・
相
続
・

扶
養
な
ど
の
問
題
、
結
婚
離
婚
の
強
要

な
ど

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
地
方
法
務
局
大
曲

支
局
（
☎
0
1
8
7
63
2
1
0
0
）

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

で
は
、
依
然
と
し
て
後
を
絶
た
な
い
夫
や

パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ
ー

な
ど
、
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権

問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み
を

強
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一

斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。

※
人
権
擁
護
委
員
ま
た
は
法
務
局
職
員
が

相
談
を
受
け
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰
／
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
7
時
（
土
・
日
曜

日
は
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

◯
専
用
相
談
電
話　

☎
0
5
7
0
―
0
7

 

0
―
8
1
0
へ

◯
と　

き　

11
月
13
日
㈰
午
後
1
時

◯
と
こ
ろ　

増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◯
演　

題　
「
地
方
は
活
性
化
す
る
か
否

か
」

◯
講　

師　

こ
ば
や
し
た
け
し
さ
ん
（
漫

画
家
）

◯
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　

•
藤ふ
じ

井い

延の
ぶ

之ゆ
き

（
湯
沢
市
副
市
長
）

　

•
奥お
く

真ま

由ゆ

美み

さ
ん
（
Ｓ
ａ
ｉ
ｌ　

Ｏ
ｎ

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
代
表
）

　

•
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
底
上
げ

◯
問
い
合
わ
せ　

増
田
地
域
セ
ン
タ
ー
運

営
協
議
会
事
務
局
（
☎
0
1
8
2
45

5
5
1
0
）
へ

◯
と　

き　

11
月
26
日
㈯
午
後
2
時
〜
5

時
◯
と
こ
ろ　

雄
勝
文
化
会
館

◯
演　

題　
「
多
機
関
協
働
に
よ
る
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
に
つ
い
て
」

◯
講　

師　

定じ
ょ
う

塚づ
か

由ゆ

美み

子こ

さ
ん
（
厚
生
労

働
省
社
会
・
援
護
局
局
長
）

◯
実
践
報
告

　

▼
テ
ー
マ
「
多
機
関
協
働
に
よ
る
地
域

包
括
ケ
ア
体
制
構
築
モ
デ
ル
事
業
に

つ
い
て
」

　

・
佐さ

藤と
う

博ひ
ろ
し

（
雄
勝
福
祉
会
人
材
育
成
次

長
）

◯
対　

象　

市
民
、
福
祉
・
保
健
・
医
療

関
係
者
、
教
育
関
係
者
、
行
政
関
係

者
ほ
か
関
心
の
あ
る
人

◯
参
加
料　

無
料

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
15
日

㈫
ま
で
、
法
人
地
域
公
開
研
修
会
事
務

局
菅
（
障
が
い
者
支
援
施
設
愛
光
園
内

☎
52
4
3
1
3
、
℻
同
4
3
1
4
）
へ

　

こ
れ
か
ら
親
や
祖
父
母
を
支
え
て
い
く

若
い
世
代
を
対
象
と
し
た
、
介
護
予
防
の

勉
強
会
で
す
。

◯
と　

き　

11
月
10
日
㈭
午
後
6
時
30
分

〜
8
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
市
福
祉
セ
ン
タ
ー

◯
参
加
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

11
月
7
日

㈪
ま
で
Ｙ
Ｙ
会
議
（
湯
沢
市
社
会
福
祉

協
議
会
内
☎
73
8
6
9
6
）
へ

◯
と　

き　

11
月
1
日
㈫
〜
6
日
㈰

※
6
日
㈰
は
午
後
3
時
ま
で
。

◯
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
舎
1
階
市
民
ロ

ビ
ー

◯
内　

容　

油
彩
画
の
展
示

◯
問
い
合
わ
せ　

絵
画
同
好
会
「
か
き
の

会
」
西
村
（
☎
73
3
3
8
6
）
へ

法
定
調
書
に
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の

記
載
が
必
要
!

特
設
人
権
相
談
所

絵
画
同
好
会
「
か
き
の
会
」

小
作
品
展

支
え
る
世
代
が
学
ぶ

『
介
護
無
料
講
座
』

平
成
28
年
度

社
会
福
祉
法
人
雄
勝
福
祉
会

地
域
公
開
研
修
会

地
域
づ
く
り
講
演
会

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間

そ
の
他
の
お
知
ら
せ

2016.11.01
13

2016.11.01
12

　

湯
沢
調
停
協
会
所
属
の
民
事
調
停
委
員

お
よ
び
家
事
調
停
委
員
が
無
料
で
相
談
を

受
け
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

◯
と　

き　

11
月
13
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

金
銭
の
貸
借
、
売
掛
金
の
回

収
、
家
庭
内
の
問
題
（
夫
婦
関
係
や
養

親
子
関
係
）、
交
通
事
故
、
遺
産
分
割
、

土
地
や
建
物
の
も
め
事
な
ど

◯
問
い
合
わ
せ　

湯
沢
調
停
協
会
（
湯
沢

簡
易
裁
判
所
内
☎
73
2
8
2
8
）
へ

◯
受
験
資
格

　

①
昭
和
62
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
7
年

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

　

②
平
成
7
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
、
大
学
卒
ま
た
は
平
成
29
年

3
月
31
日
ま
で
大
学
を
卒
業
す
る
見

込
み
の
人

◯
受
付
期
間　

11
月
1
日
㈫
〜
11
月
22
日

㈫
◯
試
験
日　

12
月
4
日
㈰

◯
試
験
会
場　

秋
田
県
市
町
村
会
館

※
詳
し
く
は
、
秋
田
県
町
村
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◯
問
い
合
わ
せ　

秋
田
県
町
村
会
総
務
課

（
☎
0
1
8
―
8
6
2
―
3
8
5
1
）へ

　

地
域
貢
献
や
地
域
で
活
動
を
し
た
い
と

考
え
る
「
若
者
」
と
、
若
者
の
力
を
地
域

で
生
か
し
た
い
と
考
え
る
「
市
町
村
」「
市

民
活
動
団
体
」「
企
業
」
と
の
交
流
会
を

開
催
し
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
12
日
㈯
午
後
1
時
30
分

〜
4
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
市
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー

◯
参
加
料　

無
料

◯
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
き
た

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
☎
0
1
8
―

8
2
9
―
5
8
0
1
）
へ

◯
と　

き　

11
月
16
日
㈬
／
午
前
10
時
〜

11
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
保
健
所

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

精
神
障
害

者
家
族
と
共
に
歩
む
会
「
日
の
出
会
」

藤
原
（
☎
42
2
3
9
8
）
へ

　

受
講
者
に
は
、
普
通
救
命
講
習
修
了
証

が
交
付
さ
れ
ま
す
。

◯
と　

き　

11
月
27
日
㈰
午
前
9
時
〜
正

午
◯
と
こ
ろ　

湯
沢
雄
勝
広
域
消
防
本
部
3

階
会
議
室

◯
受
講
料　

無
料

◯
定　

員　

30
人

※
筆
記
用
具
を
持
参
し
、
動
き
や
す
い
服

装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◯
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

湯
沢

雄
勝
広
域
消
防
署
救
急
班
（
☎
73

3
1
5
1
）
へ

◯
と　

き　

11
月
15
日
㈫
〜
24
日
㈭
午
前

8
時
30
分
〜
午
後
8
時
（
初
日
は
午
後

1
時
か
ら
、最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）

◯
と
こ
ろ　

湯
沢
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

◯
内　

容　

山
野
草
写
真
六
十
点
を
展
示

◯
問
い
合
わ
せ　

雄
勝
野
草
の
会
佐
々
木

進
（
☎
0
9
0
―
7
7
9
0
―
1
8
0

 

3
）
へ

調
停
無
料
相
談
会

応
急
手
当
講
習
会

（
Ａ
Ｅ
Ｄ〈
自
動
体
外
式

除
細
動
器
〉を
含
む
）

第
40
回
記
念

山
野
草
写
真
展

秋
田
県
町
村
会
事
務
局

職
員
採
用
試
験

統
合
失
調
症
家
族
相
談
会

若
者
あ
き
た

地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

（
Ｃ・Ｎｅ
ｔ
）交
流
会



146,958

項　　　目
内　　　　　訳 件数・個数 金額（円）

９月分

合　　　計 22

2 45,000弔 慰 金 等

1 5,000協　賛　金

23,9007祝金及び寸志

0 0見　舞　金

雄勝中央病院運営委員会懇談会ほか

三関地区敬老会への御祝（清酒）ほか

地熱利用型植物生産工場に係る情報交
換会、湯沢市ふるさと応援大使情報交
換会懇親会

第21回国道107号沿線支部交流将棋
大会

2 11,058接　　　遇

10 62,000会　　　費

交際費報告

※各項目の詳細については、市ホームページをご覧ください。

市長日誌（９月）
1日（木） 市議会9月定例会本会議
2日（金） 湯沢市自殺予防講演会、秋田県・県内市町村と誘致企

業との懇談会（秋田市）
3日（土） 第49回秋田県商工会青年部野球湯羽東郷大会交流レセ

プション
4日（日） 第31回湯沢市民雄勝地域ゴルフ大会表彰式
5日（月） 市議会9月定例会本会議
6日（火） 市議会9月定例会本会議
7日（水） 秋田県奥羽・羽越新幹線整備促進期成同盟会設立総会・

記念シンポジウム（秋田市）
8日（木） 市議会9月定例会本会議
11日（日） 雄物川一斉クリーンアップ作戦、湯沢市イクボス促進

共同宣言
14日（水） 敬老会（三関地区）
15日（木） 雄勝中央病院運営委員会
16日（金） 敬老会（稲庭地区）、「橘小夢とその時代　―幻の画家、

ふるさとに咲く」 開会式・内覧会（横手市）、第38回
湯沢雄勝北都会

19日（月） 敬老会（湯沢北部地区）、敬老会（湯沢南部地区）
20日（火） 敬老会（愛宕地区）
21日（水） 市議会9月定例会本会議
23日（金） 秋田さきがけ県南政経懇話会9月例会（大仙市）
26日（月） 百歳長寿祝い、敬老会（小野地区）、葬儀
27日（火） 定例記者会見
28日（水） 敬老会（皆瀬地域）、市役所 deウェディング
29日（木） 記者会見
30日（金） ＦＭ秋田出演（秋田市）、秋田県市町村職員海外研修

視察団結団式（同）

　

十
一
月
霜
月
、
第
139
回
秋
田
県
種
苗
交
換
会
が
協
賛
会
関
係
者
の
皆
さ
ん
、

ス
タ
ッ
フ
の
ご
協
力
に
よ
り
盛
大
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
種
苗
交
換
会

の
産
み
の
親
で
あ
る
石
川
理
紀
之
助
翁
の
「
寝
て
い
て
人
を
起
こ
す
事
な
か

れ
！
」
と
い
う
有
名
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
湯
沢
市
に
は
、
石
川
翁
と
親
交

の
あ
っ
た
先
人
達
が
お
り
ま
し
た
。
伝
統
工
芸
品
川
連
漆
器
の
朱
座
商
人
の

高
橋
利
兵
衛
家
、
明
治
天
皇
に
拝
謁
し
た
女
流
歌
人
で
あ
る
野
村
の
後
藤
逸

女
、
私
財
を
投
げ
売
っ
て
小
野
桑
崎
の
村
人
を
救
っ
た
農
聖
高
橋
正
作
翁
で

あ
り
ま
す
。
日
本
の
伝
統
を
継
ぐ
農
業
の
祭
典
、
時
代
は
大
き
く
変
化
し
ま

し
た
が
、
先
人
達
の
技
術
改
革
に
対
す
る
限
り
な
い
努
力
と
農
民
魂
に
は
学

ぶ
べ
き
事
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

江
戸
時
代
は
鎖
国
で
、
士
農
工
商
の
身
分
制
度
も
あ
り
、
お
米
が
経
済
の

中
心
で
あ
っ
た
農
本
主
義
の
時
代
で
す
。
日
本
は
現
代
の
よ
う
な
経
済
大
国

で
は
な
く
、
人
々
は
貧
し
く
と
も
自
然
と
共
に
生
活
し
、支
え
合
っ
て
、お
お

む
ね
平
和
で
幸
せ
に
暮
ら
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
英
国
の
産
業
革

命
、大
航
海
時
代
の
到
来
、米
国
の
ペ
リ
ー
来
航
そ
し
て
開
国
へ
、
日
本
も
明

治
維
新
以
来
、
近
代
化
と
欧
米
化
の
大
き
な
波
に
さ
ら
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
戦
争
を
は
じ
め
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
現
代
の
経
済
大

国
日
本
を
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。
現
代
は
、
食
糧
難
や
飢
餓
か
ら
は
完
全

に
救
わ
れ
、
逆
に
米
が
余
る
な
ど
飽
食
の
時
代
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。
さ
ら

に
近
年
、
日
本
の
農
業
・
食
糧
政
策
は
大
き
く
変
化
す
る
国
際
化
の
流
れ
の

中
で
、
関
税
自
由
化
を
目
指
す
環
太
平
洋
戦
略
的
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）

の
問
題
で
、
国
内
農
業
保
護
の
観
点
か
ら
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

時
代
が
常
に
変
化
し
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
現
代
は
、
世
界
の
中
で
の
日
本

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一
国
平
和
主
義
で
鎖
国
時
代
に
戻
る
こ
と
も

で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
、
日
本
の
先
人
達
の
「
身
を
削
り
、
人
を
救
い
、

世
の
為
人
の
為
に
尽
く
し
て
来
ら
れ
た
精
神
」
を
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

今
こ
そ
日
本
の
先
人
達
の
知
恵
と
歴
史
を
学
ぶ
べ
き
時
と
改
め
て
思
い
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

▲稲庭地区の敬老会であいさつする齊藤市長

い
し
か
わ

り

き

の

す
け

た
か
は
し

り

へ

え

ご

と
う
い
つ

た
か
は
し
し
ょ
う
さ
く

じ
ょ

香典、生花代

2016.11.01
15

2016.11.01
14

～

◎漆器の良さを知ってもらえる活動を
　今年の4月に協力隊として着任してから、あっという間に半年が経過してしまいました。9月中は暑い日も多かった
ですが、お盆過ぎには寒くなるといろいろなかたから聞いていたとおり、ここ最近の朝晩の冷え込みに、いよいよ冬の
到来を感じています。
　さて、私のメインの活動は川連漆器の製作技能の習得。後継者育成に応募して、湯沢市に来ました。今は師匠のとこ
ろで、漆器の事を学ぶ日々を過ごしています。
　この半年で感じた事ですが、川連漆器を知らない人
はほとんどいないですが、漆器がどのように作られて
いるかを知っている人があまりいないという事です。
　漆器づくりは大きく3つの工程に分かれており、器
の形を作る『木地』、漆を塗る『塗り』、そして沈金・
蒔絵で装飾する『加飾』があります。
　私は『塗り』を教わっているのですが、『塗り』と
いっても漆を1回塗って終わりというわけでなく、実
際には漆を塗る前に、たくさんの工程があります。こ
の場では説明できないほどです・・・。
　これからの活動の中で、技術習得だけでなく、皆さ
んに漆器の良さを知ってもらえる活動もしていきたい
と思っています。（鈴木　昭博）

▲芍薬とトルコキキョウのボックスアレンジ

◎プリザーブドフラワーはいかがですか？
　今年度、テスト作成しているプリザーブドフラワーがい
くらか形になってきました。
　6月に芍薬、8月にトルコキキョウを加工してきたのです
が、それらを使いアレンジをしてもらいました。
　1つ目は、芍薬のブーケとブートニア（市役所 deウェディ
ングでも使ったものです。当日、市役所にてお祝いしてく
ださった皆さま、本当にありがとうございました）。とても
豪華な花なので、かわいらしく華やかなものに仕上がりま
した。
　もう１つは、芍薬とトルコキキョウのボックスアレンジ。
アジサイやリボンを加えながら、ギフト利用を想定して作っ
てもらいました（まだまだ、商品化や販売までは、コスト
や検討を重ねないといけませんが…）。
　年内はダリアの加工を行い、年明けから、加工したプリ
ザーブドフラワーのアレンジを中心に作業していく予定で
す。秋田の素敵な花をいろいろなシーンで楽しんでもらえ
るように考えていきたいです。芍薬やトルコキキョウの花
材をお探しのかた、興味があるかたは連絡いただけると幸
いです。（岩間　美幸）

▲芍薬のブーケとブートニア

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・



2016.11.01
17

2016.11.01
16

懐かしい未来へ！

地方創生通信 結婚・子育て全力応援！結婚・子育て全力応援！
　市では、若者が安心して結婚・出産、子育てができるよう、地域で応援する取り組みを推進しています。

●問い合わせ　子育て支援課子ども未来班　☎55-8275

み
ん
な
で
目
指
そ
う
、
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
！

ジ
オ
パ
ー
ク
に
お
客
さ
ん
を
呼
ぶ
手
法
と

　
　
　
　
　
　
ジ
オ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
役
割

ジ
オ
パ
ー
ク
講
演
会
開
催
！

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
十
六
の
ジ
オ

サ
イ
ト
の
自
然
を
守
る
モ
ン
ス
タ
ー
（
ジ
オ

モ
ン
）
が
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ジ
オ
サ
イ
ト
三
関
・
須
川
の
ジ

オ
モ
ン
「
と
り
い
ん
ぼ
ー
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ジ
オ
モ
ン
た
ち
は
、
ジ
オ
パ―

ク
の
秘
密

を
た
く
さ
ん
知
っ
て
い
ま
す
が
、
人
間
の
言

葉
を
話
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ジ
オ
モ
ン

た
ち
の
話
を
皆
さ
ん
に
伝
え
て
く
れ
る
の
が

ジ
オ
ガ
イ
ド
で
す
。

　

ジ
オ
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
ジ
オ
モ
ン
た
ち
の

秘
密
を
み
ん
な
で
探
し
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

第15回◎
ジ
オ
ガ
イ
ド
依
頼
先
　

　

ゆ
ざ
わ
ジ
オ
パ
ー
ク
ガ
イ
ド
の
会
（
☎
56

　

6
2
2
6
、　　yuzaw

ageoguide@

　

yutopia.or.jp

）
へ

　湯沢市ジオパーク推進協議会では、｢観光客をひきつけるにはどうしたら良
いか考える｣をテーマに講演会を開催します。講師は、仮装して観光客の心を
つかむ世界遺産ガイドの福辻さんと、ＳＮＳやブログを効果的に使った集客ビ
ジネスを手掛ける内藤さんです。
　地域の魅力を強力に発信していく方法について、第一線で活躍している方々
の生の声を聴くことができる機会ですので、ぜひご参加ください。

　1998年、“ 普通の主婦 ”から “ ガイド ” に転身。以来、
世界遺産『熊野古道』で、ウォークガイドや熊野川舟
下りの語り部を10年以上経験し、現在はジオガイドと
しても活動中。英語ガイド、気候療法士、横笛、曼荼
羅絵解き、熊野セラピストなど、客をひきつけるさま
ざまなスキルを持つ。南紀熊野ジオパークガイドの会
副会長。

◆と　き　11 月 27 日㈰午後1時～5時
◆ところ　湯沢ロイヤルホテル
◆入場料　無料
※申し込み不要です。
◆内　容
　・講演1『ジオパークを楽しむ　ジオツーリズムの役割』
　　　　　　講　師　福辻京子
　・講演2『もっと湯沢に来たくなるSNSの活用法』
　　　　　　講　師　内藤　勲

　秋田県横手市出身（旧大森町）。スキーのインスト
ラクターから2010年インターネットビジネスの世界
へ。現在鎌倉を拠点に、ネットの集客やファン作りに
悩む全国、海外のお客さまをサポート。ＳＮＳやブロ
グを活用したファン作りについてアドバイスしてい
る。2012年『アメブロ逆引きＱ＆Ａ101（ソーテック社）』
を出版。

福辻京子

内藤　勲

さん

さん

ふく　つじ きょう　こ

ない　とう いさお

さん

さん

「出会い・子育てわくわくフェスタ」～湯沢で子育てを楽しんじゃおう！「出会い・子育てわくわくフェスタ」～湯沢で子育てを楽しんじゃおう！

さいとうひかるいわ　ま　　み　ゆき

　9月28日㈬、岩間美幸（旧姓）さん、斉藤光さん夫妻が、市役所市民ロビーを会場に「市役所ｄｅウェディング」を
行い、来庁者や友人、市職員など200人余りの人達に祝福されました。
　市職員有志音楽隊の生演奏や偶然居合わせた人を巻き込んでのフラワーシャワー、カップルからのサプライズのウェ
ディングケーキのサーブ等で盛り上がり、堅苦しいイメージの市役所が晴れやかな祝福ムードに包まれました。

　9月11日㈰午前10時から午後3時まで、市役所市民ロビーを会場に市民、行政、企業が一体となって若者、子
育て世代を全力で応援する手作りフェスタ「2016出会い・子育てわくわくフェスタ」を開催しました。
　湯沢市イクボス促進共同宣言を皮切りにトークセッション、音楽のまち湯沢ならではの市内小学校合同スクー
ルバンド演奏会、親子参加イベントのアズママと手形ぺったんアートで遊ぼう！などの多様なイベントを開催。
　出展ブースでは三世代で楽しめる手づくりおもちゃや折り紙遊び、子供服無料リサイクル、絵本の読み聞かせ、
健康と食育のコーナー、結婚支援の情報提供、癒しのハンドマッサージやポプリポット作り体験、はじめての玄
米食「金のいぶき」試食、お昼寝アート、稲庭うどんの振る舞いなど盛りだくさんの内容で、市民ロビーが600
人以上の来場者であふれ、子どもたち
の笑顔でにぎわいました。

「市役所deウェディング」　記念すべき1回目を開催しました！「市役所deウェディング」　記念すべき1回目を開催しました！

　合同スクールバンドの演奏で市民ロビー
に感動の輪が広がりました。

カップル・ご夫婦募集中！11月29日、平成29年１月27日、2月19日に開催予定。応募待ってます！

ウェディングケーキの
ファーストバイトで、
お互いの愛を確認し合い
　　　　　　ました。

　齊藤市長を始め参列者
で記念撮影。声を合わせて
「市役所でウェディング～！」。

親子で一緒に
「手形ぺったんアート」
貴重な成長の記録だね！

もったいない子供服の
無料リサイクルも大好評！

◆問い合わせ　湯沢市ジオパーク推進協議会 ( 観光・ジオパーク推進課ジオパーク
　推進班内☎55‒8195、　 geopark@city.yuzawa.lg.jp）へ



　「雄勝の全貌」は明治以降、地域文化の遅滞を憂いた野川
賢祐・高橋正喜・栗林恒助が、先人の業績を知り、雄勝の地
にある資源を開発発展させるのは現在の人の責務であり、雄
勝郡の発展のためには各町村の個性を理解し総合資料が必要
と考え編さんしました。
　本書は「聚落篇」「産業篇」「人事篇」で構成され、雄勝郡
内各町村の沿革・産業・人物を広く網羅し、当時の雄勝郡内
の情勢を知る上で欠かせない資料となっています。

たか はし まさ よし

の がわ

けん ゆう くりばやしつね すけ

平岡　淳子／著

湯

雄
雄

皆

図書館だより ●休館日については、市民カレンダーをご覧ください。

暗号学

王様に恋した魔女

わたしのそばできいていて

チャレンジミッケ!のひみつ

ここで紹介した図書は一部です。
　新着図書情報は、市ホームページでも確認できます。

＝稲川カルチャーセンター（☎785557）
＝皆瀬生涯学習センター（☎462033）

＝湯沢図書館（☎733040）、
＝雄勝図書館（☎525387）、

湯

湯
雄

稲

稲
皆

二井　康雄／著

冷蔵庫整理のルール＆レシピぼくの花森安治

浜本純逸・赤荻千恵子

森　　　功

坂木　　司

イヴ・ジネスト、ロゼット・マレスコッティ

湯

稲
雄

皆

新着図書案内
一　般　図　書・・・・・・・・・・・・・ 児　童　図　書・・・・・・・・・・・・・

11月の特集・イベント11月の特集・イベント11月の特集・イベント

月11
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白熱!「中学読書プロジェクト」

総理の影　菅義偉の正体

女子的生活

「ユマニチュード」という革命　なぜ、このケアで認知症高齢者と心が通うのか

湯 雄

と　き：11月26日㈯　午前10時30分～
ところ：湯沢図書館児童室

11月13日（第2日曜日）→　休館
11月20日（第3日曜日）→　開館

稲葉　茂勝

柏葉　幸子

リサ・パップ

ウォルター・ウイック

と　き：11月5日㈯　午前10時
ところ：雄勝図書館　児童コーナー

稲
と　き：11月19日㈯　午前10時
ところ：稲川カルチャーセンター
内　容：絵本の読み聞かせ・手遊びなど

おはなしの会「ひまわり」による読み聞かせおはなしの会「ひまわり」による読み聞かせ

　家族の毎日の食材をストックし
ておく冷蔵庫。必要な食材はしっ
かりストックして上手に使い切り
たいものです。忙しくてもおいし
いごはんが作れるおすすめテクニ
ックとレシピを紹介します。

「雄勝の全貌」雄勝文化協會・編　昭和8年3月発行

　朝ドラ 「とと姉ちゃん」 のモチ
ーフとなった花森安治と大橋鎭子。
本書は花森に足かけ９年、大橋に
は亡くなる寸前まで仕えた筆者か
ら見た“花森さん”がつづられて
いる。花森の叱声が聞こえてきそ
うな、臨場感あふれるエピソード
の数々。『暮らしの手帖』 の真実
にふれてみませんか。

「絵本大好き!読書フェスタ2016」開催のため
湯沢図書館休館日変更のお知らせ湯沢図書館休館日変更のお知らせ

一　般：「そろそろ冬支度」
児　童：「お仕事特集!」 児　童　「おサムライさんのおはなし」

一　般　「ぶどうの恵み　ワインで乾杯!」一　般：「そろそろ冬支度」
児　童：「お仕事特集!」 児　童　「おサムライさんのおはなし」

一　般　「ぶどうの恵み　ワインで乾杯!」

11月26日㈯から11月30日㈬まで特別図書整理のため休
館します。本の返却はブックポストをご利用ください。

みんなの森おはなし会 おはなし会

雄勝図書館休館のお知らせ

みんなの森おはなし会 おはなし会

雄勝図書館休館のお知らせ☆おはなしボランティア「みんなの森」では随時会員を募集
　しています。おはなし会の見学も可能です。

　近年、団員の低年齢化が進んでいます。運動経験が未熟な子どもたち
の発育発達の状況に合わせた活動プログラムと食育について学び、ス
ポーツ少年団の理想的な活動のあり方と楽しみ方について考えます。
○と　　き　11月26日㈯午後5時30分～8時（午後5時から受け付け）
○と こ ろ　湯沢雄勝広域交流センター多目的ホール
○内　　容　泉尚子さん（湯沢雄勝学校栄養士部会会長）
　　　　　　•幼少期の成長とスポーツに必要な食事と栄養につい

ての講話など
○参加対象　湯沢市雄勝郡スポーツ少年団単位団、指導者、保護者、

学校関係者、スポーツ少年団に興味のある人
○申し込み　11月15日㈫まで、電話またはファクスで下記へ申し込

んでください 
○問い合わせ　湯沢市雄勝郡スポーツ少年団連絡協議会事務局
　　　　　　　（総合体育館内☎72-6500、FAX72-6556）へ

Yuzawa's  Sports  Information

YU SPO
湯沢のスポーツ

ユースポ

このページに関する問い合わせ

教育委員会生涯学習課スポーツ振興班
☎55－8286　FAX72－8515
※市のホームページにもスポーツ情報を掲
載しています。「トップページ→暮らしのガ
イド→スポーツ」

湯沢のスポーツ情報

2016.11.01
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平成28年度
湯沢市雄勝郡スポーツ少年団
　　　　　　　　指導者研修会開催!
“幼少期からのからだづくり”

～成長期の子どもたちとの向き合い方を学ぼう～

１１月の一般開放日のお知らせ
　総合体育館の11月一般開放日は次
のとおりとなります。
○と　き　11月9日㈬午前9時～正午
※11月23日㈬は祝日のため一般開放
を行いません。
○問い合わせ
　総合体育館（☎72-6500）へ

第50回湯沢市駅伝競走大会第50回湯沢市駅伝競走大会第50回湯沢市駅伝競走大会
◆大会結果／チーム別順位

1時間48分51秒

1時間49分05秒

1時間51分24秒

1時間51分31秒

2時間02分04秒

2時間02分39秒

2時間03分40秒

2時間05分53秒

2時間11分26秒

2時間14分01秒

2時間22分59秒

2時間24分45秒

2時間22分42秒

三 関 駅 伝 競 走 部

秋 田 県 走 友 会 Ａ

湯沢雄勝広域消防

岩　崎　チ　ー　ム

新　　成　　Ｒ　　Ｃ

須 川 駅 伝 チ ー ム

幡　野　走　友　会

チ　ー　ム　弁　天

昭　　　平　　　苑

山　田　チ　ー　ム

ま だ 走 れ る 会

高　　　　　　　　松

秋 田 県 走 友 会 Ｂ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

オープン

　今年、５０回目を迎えた湯沢市駅伝が１０月１６日に
開催されました。三関地区センターをスタート・ゴー
ルとし、７区間全長２９．５㎞を１３チームの選手たちが
たすきをつないで力走しました。

優勝した三関駅伝競走部の皆さん。ゴール後、笑顔の一枚

いずみなお こ
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▲馬に乗って練り歩く、りりしい姿のお殿様

新庁舎で業務を開始しました
雄勝総合支所閉庁式・開庁式

開庁式で看板を設置する齊藤市長と伊藤議長▶

佐竹南家時代の雰囲気を伝える
大名行列

写真ウェディングはいいね!
市役所deウェディング

　9月28日、市役所本庁舎1階市民ロビーで、『市役所
de ウェディング』 が開催されました。
　記念すべき第 1回目に利用したカップルは、市の地域
おこし協力隊として活動している岩

いわ

間
ま

美
み

幸
ゆき

さん（愛媛県
出身）と九州大大学院助教の斉

さい

藤
とう

光
ひかる

さん（福岡県在住）で、
昨年10月に入籍。
　ウェディングドレスとタキシードに身を包んだ二人は、
市職員有志音楽隊による生演奏のファンファーレで階段
から入場し、ロビーに集まった多くの市民や職員からフ
ラワーシャワーなどの祝福を受けました。

▲多くの市民らに祝福されるカップル

　9月30日、雄勝総合支所の閉庁式が行われ、約60
年間の歴史に幕が下されました。式で看板を取り外
した藤井副市長は 「この建物の役割は新しい建物に
移ります。長年にわたりこの地域で重要な役割を果
たした庁舎に感謝したい」 とあいさつしました。
　10月3日、新庁舎（雄勝農業研修センター）で開
庁式が行われ、看板が設置されました。齊藤市長は
「雄勝地域の新たな防災拠点としての役割を果たす
建物となります。また、市民に喜んでもらえるよう
職員が一丸となってサービス向上に努めたい」 とあ
いさつ。新庁舎での業務がスタートしました。

　9月25日、湯沢市伝統行事 「大名行列」が行われました。
地元の児童が扮

ふん

する殿様を中心に、弓持ち、鷹
たか

匠
じょう

など佐
竹南家時代の衣装に身を包んだ参加者が市内の商店街を
練り歩きました。
　大名行列は、市民有志でつくる湯沢市大名行列保存会
（藤
ふじ

田
た

健
たけ

志
し

会長）が運営。これまで8月第4日曜日に開催
していましたが、他の祭りやお盆と重なり、会員の負担
が大きいため、今年は一カ月遅らせて行われました。
　当日は快晴の下、行列の見どころの一つ 「奴

やっこ

振り」 が
披露されると、観客から盛んに拍手が送られていました。

▲閉庁式で看板を取り外す藤井副市長と佐藤支所長

川連塗りフェア

『川連漆器』の一大イベント!

▲漆器製品を品定めする来場者

　10月14日から17日までの4日間、「第24回川連塗りフェ
ア2016」 が稲川体育館で開催されました。
　約800年の伝統を誇る伝統工芸品・川連漆器。産地メー
カー21社からお椀や箸などの食器、アクセサリー、家具な
ど約5,000点が展示販売されました。
　会場では体験コーナーや実演販売も行われ、来場者は伝
統の技を凝らした彩り豊かな漆器製品の数々をじっくりと
品定めして買い求めていました。

国登録有形文化財「山内家住宅」一般公開

昭和初期の町屋建築の魅力を

　10月2日、平成19年に国登録有形文化財として登録され
た 「山内家住宅」 の一般公開が行われました。
　これは、市内の伝統的（歴史的）建造物の保存と活用を
図るために行われたもので、文化財に対する理解を深め、
湯沢の歴史を刻む町並み景観として誇りを持ち、後世に継
承できるよう、一般公開を通して湯沢に息づく昭和初期の
町屋建築の魅力を発信したものです。
　この日は、市内外から422人が訪れ、主屋や文庫蔵、山
内家の所蔵品などを見て回ったほか、湯乃華芸

げい

妓
ぎ

による芸
舞妓の踊りや写真撮影会を楽しんでいました。

第33回おがち健康マラソン

健脚を競い

▲親子ペア、小学1～3年生のランナーが一斉にスタート

　10月2日、第33回おがち健康マラソンが雄勝中学校グラ
ウンドを主会場に、横堀・小野地域特設コースで行われま
した。
　親子ペアの部と小学1～3年生男女の部の1.5㎞、小学
4～6年生男女の部と中学生男女の部3㎞、一般男女の部
3㎞、同 5㎞の部門に分かれて健脚を競いました。
　当日は天候に恵まれ、ピストルの合図とともに、ランナー
たちは勢いよく走り出し、沿道からたくさんの声援を受け
ながらゴールを目指し、361人が完走。マラソンで心地よ
い汗をかいていました。

▲湯乃華芸妓による芸舞妓の踊り

タイ人女優プローイさん来湯

秋田の魅力を海外に発信

▲撮影の1シーンで笑顔を見せるプローイさん

　10月15日、タイの人気女優である、プローイ＝チャーマ
ン ブーンヤサックさんが撮影のため、小安峡大噴湯を訪
れました。
　これは、秋田ケーブルテレビが企画したもので、タイ国
内で放送している人気番組とコラボして学力日本一秋田県
の教育システムや伝統文化、自然景観、農畜産物をＰＲす
ることにより、両国の交流人口の増加を図る取り組みです。
撮影は14日から17日までの4日間、県内の各地で行われま
した。

閉庁式

開庁式

閉庁式

開庁式
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■湯沢地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

「こんにちは赤ちゃん」 「おくやみ」 に掲載を希望しない人は、届け出の際に窓口へ申し出てください。

■稲川地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

久　保　７

中　　　央

大　　　門

上　　　野

77

91

84

90

 9.30

10. 1

10. 2

10. 3

■雄勝地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

下　馬　場

堺　　　２

平　　　城

町　　　後

上　旭　町

飯　　　塚

古　　　戸

白　銀　町

下　馬　場

上　寺　沢

八　　　丁

88

95

89

88

82

86

94

73

94

67

96

10. 2

10. 3

10. 4

10. 8

10. 8

10. 8

10.13

10.13

10.13

10.15

10.15

り　こ

●稲川地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

畠 山　梨 瑚ちゃん  9.21 八　面　東雅典さん・香織さん

隆　男

敦

重　雄

和　彦

陽　一

義　博

勝　美

裕　子

本　人

実　栄

富　夫

10月15日届け出分まで

10月15日届け出分まで

■皆瀬地域
年齢氏　　　　名死亡月日 世帯主行　政　区

皿　小　屋

小　　　安

89

85

10. 4

10.10

阿 部　チ ヱさん

伊 藤 ツネヨさん

本　人

明　光

泉

妙　子

●湯沢地域
氏　　　　名 お誕生日 ご　両　親 行　政　区

新 垣　圭 祐くん

森 田　蘭 丸くん

小 松　　 暖ちゃん

宇佐美 陽 彩ちゃん

けいすけ

らんまる

　　　ひなた

はるあ

 9.26

 9.27

10. 1

10. 7

寿さん・佳織さん

和博さん・加代子さん

卓哉さん・瞳美さん

丈明さん・希美さん

愛宕町第３

倉内団地第２

切　畑　下

杉沢裏第１

 9.30

10. 3

10. 4

10. 6

10. 6

10. 9

10. 9

10.12

10.15

96

75

84

79

96

86

93

79

94

西新町第1の1

外　堀　下

六 日 町 上

下　角　間

中　　　村

岡　　　田

田 町 第 １

平　和　町

内前森第１

本　人

幸　助

義　昭

和　子

末　廣

麻利子

本　人

聖　子

良　一

佐々木 チ ヱさん

藤 𠩤 カヨ子さん

鈴 木　義 一さん

大 沼　タ ケさん

小野田 末 治さん

佐々木 昭 榮さん

畑　　 チ ヱさん

高 橋　祐 司さん

松 本　ツ ネさん

髙 橋　幸 子さん

小野寺 道 雄さん

千 　　誠 二さん

後 藤 マツヨさん

京 野　ツ タさん

松 岡 キクヱさん

金 子　ヒ デさん

本 間　英 男さん

酒 主　家 𠮷さん

簗 瀨 シヅヱさん

菅　　チヨヱさん

菅　　 幸 一さん

神 林　四 郎さん

菅 野　禮 子さん

岩 﨑　セ ツさん

賢　一

房太郎
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23

月月9
1

2

3

4

5

6

7

8

9

１０

11
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24
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水
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金
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日

月

火
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木
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月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

月月11

11月献血日程　市民の皆さんのご協力をお願いします！
種類実施時間実 施 場 所日にち

22日㈫

10日㈭ １０：００～１１：３０
１３：００～１６：００
１５：００～１６：００

湯 沢 市 役 所 本 庁 舎

雄 勝 地 域 振 興 局
全血

○問い合わせ　湯沢保健所健康・予防課（☎73‒6155)
　　　　　　　または市健康対策課予防衛生班（☎73‒2124）へ

●はスポーツ関連の行事です。
　詳しくは市教育委員会生涯学習課
　スポーツ振興班（☎55－8286）へ

○問い合わせ　秋田行政評価事務所行政相談課（☎018-824-1426）

～無料・秘密厳守～■平成28年度　行政相談委員の相談所開設日と会場

開設時間

午前１０時～正午

地　域
湯沢地域
稲川地域
雄勝地域
皆瀬地域

　　  会　　　　場
湯沢市役所１階  相談室16
稲川農村環境改善センターサークル室
雄勝文化会館ふるさとホール
皆瀬開発総合センター１階

開設日

11月16日㈬

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●一般開放〔体育センター〕午前9時～正午（高校生を除く一般）
○湯沢図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　姉崎歯科医院（雄勝／☎522330／
　午前９時～正午）

○雄勝図書館休館日

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時　
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ0歳児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・音楽遊び
●一般開放〔総合体育館〕午前９時～正午
●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●カンガルースクール〔総合体育館〕午前１０時～１１時３０分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○湯沢図書館休館日

●日本ハンドボール選手権大会東北ステージ（～１３日、総合体育館）
●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

○雄勝図書館休館日

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時　

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○ママと天使の交流会〔広域交流センター〕午後1時30分～3時

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）

○じゃんけんキッズ親子遊び〔すこやか広場〕
　午前１０時３０分～１１時１０分

●市民総体バスケットボール（総合体育館）
○雄勝図書館休館日

●ニュースポーツ体験教室〔総合体育館〕午後１時３０分～３時３０分
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時　
○湯沢図書館休館日　○雄勝図書館休館日
○祝祭日救急歯科診療　秋野歯科医院（雄勝／☎522511／
　午前９時～正午）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）

●カンガルースクール〔総合体育館〕午前１０時～１１時３０分
○こあらちゃんタイム〔すこやか広場〕午前１０時～10時30分

●一般開放〔体育センター〕午後６時～９時（高校生を除く一般）
○雄勝図書館特別図書整理休館（～30日）

●一般開放〔体育センター〕午前９時～午後６時（小中学生・高校生）

●第３回あきたオープンキンボールスポーツ大会（総合体育館）

○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

●生きがい健康教室〔総合体育館〕午後７時～９時　
○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ合同クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／育児講座「手作りおやつ講習会」

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○年金相談〔商工会議所（旧市民プラザ）〕午前10時～午後2時（要予約）
○げんきっこクラブ1歳以上児クラス〔広域交流センター〕
　午前１０時～１１時３０分／誕生会・音楽遊び

●一般開放〔体育センター〕午前９時～正午（高校生を除く一般）

○湯沢図書館休館日
○夜の戸籍等証明書交付〔本庁市民課〕～午後7時

第35回第35回 書人湯沢展書人湯沢展
●会場　市役所本庁舎市民ロビー
●期間　11月１日㈫～6日㈰
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カップル・ご夫婦募集中！カップル・ご夫婦募集中！
　市では、地域全体で結婚を祝福し、若者の結婚意識の喚起を図るため、市役所を会場に
結婚セレモニー『市役所deウェディング』を行っています。

※当日はご家族やご友人をお誘いください！

♡９月28日（水）記念すべき初めての
　　　　　　　　　　市役所deウェディングを行いました♡

　市職員有志音楽隊による結婚行進曲の生演奏が響き渡る中、
二人が登場。

　偶然来庁した地域の方々も一緒にフラワーシャワーで祝福。
幸せの「おすそわけ♪」。

※写真提供　フォトヒカリエ○問い合わせ　子育て支援課　☎55-8275　

対 象 者 次のいずれかに該当するかた

利 用 条 件 当日の内容を市が市内外へ広報することに承諾できること

利 用 料 金 無料（本人希望によるオプション追加料金は実費負担）

申し込み方法 利用申請書を子育て支援課に提出してください

開 催 日 時 開催日は次の通りで1日1組。開催時間は午前10時から午後３時までです

・湯沢市に住所がある、または湯沢市に転入届を提出
・湯沢市に本籍がある、または新たに本籍をおく
・湯沢市オリジナル婚姻届により届け出

①平成28年11月29日（火）　申込締め切り11月　8日（火）
②平成29年　1月27日（金）　申込締め切り　1月　6日（金）
③平成29年　2月19日（日）　申込締め切り　1月30日（月）

内　　　　容 美容着付け、ウェディングドレス・タキシード着用によるフォトウェディング、
アルバム（六切3カット1冊） 。披露宴および挙式は行いません

応募者多数の場合は、公開抽選により決定（抽選日は別途通知）。市から利用決定を
受けた後、本人の都合によりキャンセルをした場合は、キャンセル料が発生します

・事業受託者　株式会社協同企画（湯沢ロイヤルホテル）

そ の 他
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